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※　本計画における「障がい」の表記について
　第１期、第２期「あまがさきし地域福祉計画」では、「障害」を「障がい」と表記しています。
　本計画の策定にあたっても様々な意見がありましたが、第２期計画策定時の尼崎市社会保障審議会地域福祉
専門分科会での審議結果を尊重し、第 3 期計画においても、引き続き、法令・条例等に基づく表記や固有名
詞等を除き「障がい」と表記します。


